
報告第２号

保有個人情報の安全管理措置に関する取組状況について

総務部 市政情報課

個人情報の保護に関する法律第66条第１項では、行政機関等は、保有個人情報の漏えい、滅

失又は毀損の防止その他の保有個人情報の安全管理のために必要かつ適切な措置を講じること

を義務としています。本市では「春日部市保有個人情報の適切な管理のための措置に関する指

針」に基づき、令和６年度に自主点検、監査、教育研修等を実施しました。

１ 令和６年度自主点検の結果について

（１）目的

・各課における保有個人情報の適切な管理を検証するため、保護管理者（各課の課長級

職員）は、保護担当者（課の担当ごとに主幹を選任）と連携し、課が保有する個人情

報の記録媒体、処理経路、保管方法等を各担当毎に自主点検を実施

（２） 点検結果

・第１回は令和６年７月、第２回は令和６年２月実施

・対象は、各課（医療センター（事務部以外）、議会を除く）の各担当毎及び各学校

・点検の結果、改善を要する事項はなし

２ 令和６年度監査結果について

（１）目的

・保有個人情報の適切な管理を検証するため、各課における管理状況の監査（実地監査

を含む）を実施

（２）監査結果

・令和７年１月から２月にかけて21課（局・委員会）34担当、各学校を対象に実施

・教育研修、媒体の管理や廃棄等の取扱い、安全確保等について実地監査

・監査の結果、改善報告を要する事項はなかったが、個人情報の漏えい等防止のため、

個人情報の保管場所の施錠や文書廃棄等について、庁内全課に注意喚起を行った。

３ 教育研修の実施

（１）全職員を対象とした研修の実施

・個人情報を適正に取り扱い、かつトラブルを未然に防ぐために、職員全員が知ってお

くべき個人情報保護法に関する基礎知識と、個人情報の取扱い方法や職場で行う具体

的な対策について学習するため、eラーニングによる情報セキュリティ研修を実施

・受講期間は令和６年９月から１１月で、期間内に個人情報保護コース等を受講

（２）新規採用職員を対象とした研修の実施

・令和６年度新規採用職員を対象に、個人情報保護制度及び情報公開制度を講義
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点検実施日 令和6年　月　　日

担当名 保護担当者職名・氏名

はい いいえ

1 □ □
指針第5

４　媒体の管理等　

2 □ □
指針第5

5　誤送付等の防止　

3 □ □
指針第5

6　廃棄等　

4 □ □
指針第5

6　廃棄等　

5 □ □
指針第6

11　端末の盗難防止等

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

9 □ □
指針第11

安全管理上の
問題への対応　

10 □ □
施行条例

第3条
（個人情報取扱事務登録簿）

（参照）　指針：春日部市保有個人情報の適切な管理のための措置に関する指針　　　法：個人情報の保護に関する法律　　　　法施行条例：個人情報の保護に関する法律施行条例　　　
　　　 　　手引き：春日部市個人情報保護制度事務処理の手引き ※ 指針及び手引きは、ネットフォルダに掲載しています

保有個人情報の適切な管理に関する点検表　【令和６年度第１回　各課対象】

保護管理者名

点検結果

保有個人情報が記録されている書類や電子媒体は、保護管理者の指示に従い、定められ
た場所に保管している。

保有個人情報を取り扱う電子媒体や書類等は、施錠できるキャビネッ
トや書庫などに保管します。

個人情報を含む電磁的記録又は媒体の誤送信・誤送付、誤交付、ウェブサイト等への誤掲
載を防止するため，複数の職員による確認やチェックリストの活用等により、漏れなく確認し
ている。

誤送付等による漏えい等を防止するため、複数の職員による確認や
チェックリストの活用等、必要な措置を講じます。

保存年限満了により保有個人情報が記録されている媒体（端末及びサーバに内蔵されて
いるものを含む。）を廃棄する場合、書類だけではなく、記録されている電子データも廃棄し
ている。

保存年限満了後も廃棄せず、個人情報が記録されている電子データ
や紙媒体を保有している場合、保有個人情報開示請求の対象となりま
す。

日々の業務で個人情報が記録された書類を廃棄する場合、執務室内のリサイクルBOX等
に一時保管せず、都度、シュレッダーで廃棄するなど、書類の紛失や盗難防止対策を講じ
ている。

廃棄時における紛失や盗難を防止するため、施錠できない場所に保
管することなく、速やかな廃棄や複数の職員によるダブルチェック等に
より確実に廃棄してください。

端末は施錠可能なキャビネット等に保管し、施錠等を行っている。キャビネット等の鍵も適
切に管理している。

端末の盗難又は紛失の防止のため、端末の固定、施錠できるキャビ
ネット等に保管します。

保有個人情報の目的外利用、提供を行っている。

（目的外利用、提供を行っている場合のみ回答）
利用目的以外の目的のための利用、提供は、法第69条第2項又は法第71条の規定に該当
すると認めるときとし、「保有個人情報目的外利用等・外部提供記録票」を提出した。

保有個人情報の取扱いに係る業務を外部へ委託している。

（保有個人情報を取扱う業務委託を実施している場合のみ回答）
保有個人情報を取扱う業務を外部へ委託するにあたり、指針第9個人情報の取扱いの委託
を確認し、契約締結後「保有個人情報の外部への業務委託に関する調書」を提出した。

保有個人情報の取扱いに係る業務を外部に委託する場合には、委託する業務に係る保有
個人情報の秘匿性等その内容やその量等に応じて、作業の管理体制及び実施体制や個
人情報の管理の状況について、少なくとも年１回以上、原則として実地検査により確認する
ことを理解している。

（保有個人情報を取扱う業務委託を実施している場合のみ回答）
実地検査による確認を実施予定である。

（保有個人情報を取扱う業務委託を実施している場合のみ回答）
実地検査以外の手法で確認予定である。（確認方法：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

課内において、保有個人情報の漏えい等事案が発生又は兆候を把握した場合の対応方法
や報告先等を把握している。

漏えい等の事案によっては、個人情報保護委員会への報告義務（法
第68条）があるため、日頃より漏えい等発生時の対応方法を確認し、
課内で情報共有してください。

個人情報を取り扱う事務は、漏れなく「個人情報取扱事務登録簿」に登録し、当該個人情報
がどのような事務に供され、どのような目的に使われるか、できる限り具体的に特定し、記
載している。

開示請求において、開示の決定を通知する際は、当該個人情報の利
用目的も記載します。個人情報取扱事務登録簿より転記しますので、
明確でわかりやすい表現としてください。

No 点検内容 備考 参考

6

法令に基づく場合を除き、利用目的以外の目的のために保有個人情報を利
用、提供することはできません。（法第69条第1項）
原則とは別に、例外的に既存の利用目的以外の目的にて個人情報の利用及
び提供が認められる場合があります。（法第69条第2項）

法　第69条
（利用及び提供の制限）

指針第８

（１ 保有個人情報の提供）

手引き
様式第2号

7

「委託」とは、契約の形態・種類を問わず、実施機関が他の者に個人情
報の取扱いを行わせることをいいます。個人情報の入力（本人からの
取得を含む。）、編集、分析、出力等の処理を行うことを委託すること等
が想定されますが、これらに限りません。

指針第9　

個人情報の取扱いの委託

手引き
様式第1号

8

原則として実地検査により委託先の管理体制等を確認すること、実地
検査の要否については実情を考慮して検討することが個人情報保護
委員会より示されています。委託先における漏えい等事案の防止のた
め、委託先の監督に十分留意してください。

指針第9
個人情報の取扱いの

委託
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点
検

実
施

日
令

和
6
年

7
月

　
　

日

学
校

名
保

護
担

当
者

職
名

・
氏

名

は
い

い
い
え

1
□

□

2
□

□

3
□

□

4
□

□

5
□

□
指

針
第

5
4
　

媒
体

の
管

理
等

　

6
□

□
指

針
第

5
6
　

廃
棄

等
　

7
□

□
指

針
第

5
6
　

廃
棄

等
　

□
□

□
□

□
□

9
□

□
指

針
第

1
1

安
全

管
理

上
の

問
題

へ
の

対
応

　

1
0

□
□

法
施

行
条

例

（
参

照
）
　

指
針

：
春

日
部

市
保

有
個

人
情

報
の

適
切

な
管

理
の

た
め

の
措

置
に

関
す

る
指

針
　

　
　

法
：
個

人
情

報
の

保
護

に
関

す
る

法
律

　
　

　
　

法
施

行
条

例
：
個

人
情

報
の

保
護

に
関

す
る

法
律

施
行

条
例

　
　

　

保
有

個
人

情
報

の
適

切
な

管
理

に
関

す
る

点
検

表
　

【
令

和
６

年
度

第
１

回
　

学
校

対
象

】

保
護

管
理

者
氏

名

点
検
結
果

保
有

個
人

情
報

が
記

録
さ

れ
て

い
る

書
類

や
電

子
媒

体
（
U

S
B

メ
モ

リ
等

）
は

、
業

務
終

了
後

に
定

め
ら

れ
た

保
管

庫
等

に
保

管
し

、
施

錠
等

を
行

っ
て

い
る

。
個

人
情

報
が

記
録

さ
れ

て
い

る
書

類
、

媒
体

は
施

錠
で

き
る

保
管

庫
等

に
保

管
し

、
施

錠
し

ま
す

。

保
有

個
人

情
報

が
記

録
さ

れ
た

文
書

や
電

子
媒

体
（
U

S
B

メ
モ

リ
等

）
を

外
部

へ
持

ち
出

す
と

き
は

、
持

出
を

記
録

し
、

デ
ー

タ
の

暗
号

化
や

鍵
付

き
か

ば
ん

の
使

用
等

、
安

全
に

持
ち

運
ぶ

た
め

の
手

順
を

定
め

て
い

る
。

U
S
B

メ
モ

リ
等

の
紛

失
に

よ
る

漏
え

い
等

を
防

ぐ
た

め
、

安
全

に
持

ち
運

ぶ
た

め
の

手
順

を
整

備
し

ま
す

。

保
有

個
人

情
報

を
含

む
デ

ー
タ

を
メ

ー
ル

送
信

す
る

と
き

は
、

誤
送

信
を

防
止

す
る

た
め

、
上

司
の

許
可

を
得

て
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

措
置

（
暗

号
化

や
パ

ス
ワ

ー
ド

設
定

等
）
を

行
い

、
宛

先
の

再
確

認
を

行
っ

て
か

ら
送

信
し

て
い

る
。

誤
送

信
に

よ
る

漏
え

い
等

を
防

止
す

る
た

め
、

暗
号

化
、

パ
ス

ワ
ー

ド
に

よ
る

保
護

な
ど

、
安

全
な

方
策

を
講

じ
て

く
だ

さ
い

。

保
有

個
人

情
報

が
記

録
さ

れ
た

文
書

等
を

郵
送

・
F
A

X
す

る
際

は
、

複
数

の
職

員
で

確
認

す
る

等
、

誤
送

信
防

止
策

を
講

じ
て

い
る

。
誤

送
付

・
誤

送
信

等
に

よ
る

漏
え

い
等

を
防

止
す

る
た

め
、

複
数

の
職

員
に

よ
る

確
認

や
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
活

用
等

、
必

要
な

措
置

を
講

じ
て

く
だ

さ
い

。

必
要

な
文

書
と

不
要

な
文

書
が

混
在

し
な

い
よ

う
に

、
場

所
を

明
確

に
分

け
て

保
管

し
て

い
る

。

不
要

な
文

書
を

廃
棄

す
る

際
は

、
他

の
文

書
が

混
入

し
て

い
な

い
か

複
数

の
職

員
で

チ
ェ

ッ
ク

し
て

い
る

。

保
有

個
人

情
報

が
記

録
さ

れ
て

い
る

書
類

を
廃

棄
を

す
る

場
合

、
シ

ュ
レ

ッ
ダ

ー
で

の
裁

断
や

溶
解

処
理

な
ど

、
情

報
の

復
元

、
判

読
が

不
可

能
な

方
法

で
廃

棄
し

て
い

る
。

不
要

と
な

っ
た

電
子

デ
ー

タ
や

書
類

等
は

、
復

元
又

は
判

読
が

不
可

能
な

方
法

に
よ

り
消

去
又

は
廃

棄
し

ま
す

。

保
有

個
人

情
報

を
外

部
団

体
で

あ
る

第
三

者
（
P

T
A

等
）
へ

提
供

し
て

い
る

。

（
第

三
者

（
Ｐ

Ｔ
Ａ

等
）
へ

提
供

し
て

い
る

場
合

の
み

回
答

）
「
本

人
（
本

人
が

未
成

年
者

で
あ

り
判

断
能

力
を

有
し

な
い

場
合

に
は

、
親

権
者

や
法

定
代

理
人

等
）
の

同
意

」
を

得
た

上
で

、
提

供
し

て
い

る
。

（
第

三
者

（
Ｐ

Ｔ
Ａ

等
）
へ

提
供

し
て

い
る

場
合

の
み

回
答

）
「
本

人
の

同
意

」
取

得
に

あ
た

っ
て

は
、

①
学

校
が

保
有

す
る

個
人

情
報

を
ど

の
よ

う
な

理
由

で
第

三
者

（
P

T
A

等
）
に

提
供

す
る

の
か

、
②

提
供

す
る

保
有

個
人

情
報

は
ど

の
よ

う
な

も
の

か
、

③
提

供
に

不
同

意
の

場
合

に
ど

う
い

っ
た

影
響

が
生

じ
る

の
か

（
も

し
く
は

生
じ

な
い

の
か

）
と

い
っ

た
点

を
明

確
に

説
明

し
、

本
人

が
判

断
で

き
る

よ
う

努
め

て
い

る
。

学
校

内
に

お
い

て
、

保
有

個
人

情
報

の
漏

え
い

等
事

案
が

発
生

又
は

兆
候

を
把

握
し

た
場

合
の

対
応

方
法

や
報

告
先

等
を

把
握

し
て

い
る

。
漏

え
い

等
の

発
生

に
備

え
て

、
適

切
か

つ
迅

速
に

対
応

す
る

た
め

の
体

制
及

び
手

順
を

確
認

し
、

学
校

内
で

情
報

共
有

し
て

く
だ

さ
い

。

児
童

生
徒

や
保

護
者

等
に

向
け

た
文

書
等

に
は

、
改

正
前

の
条

例
の

名
称

「
春

日
部

市
個

人
情

報
保

護
条

例
」
と

記
載

さ
れ

て
い

る
も

の
は

な
い

。

令
和

5
年

4
月

1
日

よ
り

「
春

日
部

市
個

人
情

報
保

護
条

例
」
と

い
う

名
称

の
条

例
は

あ
り

ま
せ

ん
。

「
個

人
情

報
の

保
護

に
関

す
る

法
律

施
行

条
例

」
に

全
部

改
正

と
な

り
ま

し
た

。

No
点
検
内
容

備
考

参
考

指
針

第
5

4
　

媒
体

の
管

理
等

　

指
針

第
5

5
　

誤
送

付
等

の
防

止
　

保
有

個
人

情
報

が
記

録
さ

れ
た

文
書

の
紛

失
、

誤
廃

棄
を

防
止

す
る

た
め

、
組

織
的

な
対

策
が

重
要

で
す

。

8

学
校

は
外

部
団

体
で

あ
る

第
三

者
（
P

T
A

等
）
に

対
し

て
、

原
則

と
し

て
、

利
用

目
的

以
外

の
目

的
で

保
有

個
人

情
報

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

ま
せ

ん
（
法

第
６

９
条

第
１

項
）
。

た
だ

し
、

「
本

人
の

同
意

」
が

あ
る

場
合

等
に

は
、

例
外

的
に

、
学

校
が

保
有

す
る

個
人

情
報

を
第

三
者

（
P

T
A

等
）
へ

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
（
法

第
６

９
条

第
２

項
第

１
号

等
）
。

法
　

第
6
9
条

（
利

用
及

び
提

供
の

制
限

）

指
針

第
８

（
１

 保
有

個
人

情
報

の
提

供
）

手
引

き
様

式
第

2
号

3



点
検

実
施

日
令

和
7
年

　
月

　
　

日

担
当

名
保

護
担

当
者

職
・
氏

名

は
い

い
い
え

1
□

□
指

針
第

5
２

　
複

製
等

の
制

限

2
□

□
指

針
第

5
4
　

媒
体

の
管

理
等

　

4
□

□
指

針
第

5
6　

廃
棄

等
　

5
□

□
指

針
第

6
1
2
　

第
三

者
の

閲
覧

防
止

6
□

□
指

針
第

６
１

３
　

入
力

情
報

の
照

合
等

□
□

□
□

□
□

□
□

9
□

□
指

針
第

1
1

安
全

管
理

上
の

問
題

へ
の

対
応

　

1
0

□
□

施
行

条
例

第
3条

（
個

人
情

報
取

扱
事

務
登

録
簿

）

（
参

照
）　

指
針

：
春

日
部

市
保

有
個

人
情

報
の

適
切

な
管

理
の

た
め

の
措

置
に

関
す

る
指

針
　

　
　

法
：個

人
情

報
の

保
護

に
関

す
る

法
律

　
　

　
　

法
施

行
条

例
：
個

人
情

報
の

保
護

に
関

す
る

法
律

施
行

条
例

　
　

　
　

　
　

 　
　

手
引

き
：
春

日
部

市
個

人
情

報
保

護
制

度
事

務
処

理
の

手
引

き
※

 指
針

及
び

手
引

き
は

、
ネ

ッ
ト

フ
ォ

ル
ダ

に
掲

載
し

て
い

ま
す

保
有

個
人

情
報

の
適

切
な

管
理

に
関

す
る

点
検

表
　

【
令

和
６

年
度

第
２

回
　

各
課

対
象

】

保
護

管
理

者
名

点
検
結
果

保
有

個
人

情
報

が
記

録
さ

れ
て

い
る

媒
体

を
、

外
部

へ
送

信
又

は
持

ち
出

し
を

す
る

場
合

に
は

、
必

要
最

低
限

に
し

て
お

り
、

保
護

管
理

者
の

指
示

に
し

た
が

っ
て

行
っ

て
い

る
。

業
務

上
の

目
的

で
保

有
個

人
情

報
を

取
り

扱
う

場
合

で
も

、
複

製
・
送

信
・
送

付
又

は
持

ち
出

し
は

必
要

最
低

限
に

限
定

し
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
ま

た
、

そ
の

際
に

職
員

は
、

保
護

管
理

者
の

指
示

に
従

っ
て

行
い

ま
す

。

保
有

個
人

情
報

が
記

録
さ

れ
て

い
る

書
類

や
電

子
媒

体
（
U

S
B

メ
モ

リ
、

外
付

ハ
ー

ド
デ

ィ
ス

ク
な

ど
）
を

持
ち

出
す

際
に

は
、

記
録

を
つ

け
て

い
る

。

個
人

情
報

が
記

録
さ

れ
て

い
る

書
類

・
媒

体
は

、
定

め
ら

れ
た

場
所

に
保

管
し

、
施

錠
を

し
ま

す
。

ま
た

、
保

有
個

人
情

報
の

秘
匿

性
等

の
内

容
応

じ
て

、
該

当
情

報
の

取
扱

い
状

況
を

記
録

し
ま

す
。

メ
ー

ル
の

誤
送

信
等

に
よ

る
保

有
個

人
情

報
の

漏
え

い
等

防
止

の
た

め
、

複
数

の
職

員
で

メ
ー

ル
の

送
信

方
法

等
を

含
め

、
漏

れ
な

く
確

認
を

し
て

い
る

。

（
「
は

い
」
の

場
合

、
漏

え
い

等
防

止
の

た
め

、
確

認
時

に
注

意
し

て
い

る
事

項
を

記
入

）

日
々

の
業

務
で

個
人

情
報

又
は

保
有

個
人

情
報

が
記

録
さ

れ
て

い
る

媒
体

が
不

要
と

な
っ

た
場

合
に

は
、

復
元

又
は

判
読

が
不

可
能

な
方

法
に

よ
り

当
該

情
報

の
消

去
又

は
当

該
媒

体
の

廃
棄

を
行

っ
て

い
る

。

保
有

個
人

情
報

の
消

去
や

保
有

個
人

情
報

が
記

録
さ

れ
て

い
る

媒
体

が
不

要
と

な
っ

た
場

合
に

は
、

保
護

管
理

者
の

指
示

に
従

い
、

復
元

又
は

判
読

が
不

可
能

な
方

法
に

よ
り

消
去

又
は

破
棄

を
行

い
ま

す
。

個
人

情
報

が
記

録
さ

れ
た

書
類

や
媒

体
を

受
付

等
で

受
領

し
、

キ
ャ

ビ
ネ

ッ
ト

等
に

保
管

す
る

ま
で

の
間

、
書

類
の

紛
失

又
は

第
三

者
に

閲
覧

さ
れ

る
こ

と
が

な
い

よ
う

に
対

策
を

講
じ

て
い

る
。

の
ぞ

き
見

等
、

第
三

者
が

保
有

個
人

情
報

の
閲

覧
を

防
止

す
る

た
め

、
書

類
を

伏
せ

る
な

ど
の

措
置

を
講

じ
ま

す
。

情
報

シ
ス

テ
ム

で
保

有
個

人
情

報
を

取
り

扱
う

際
は

、
入

力
原

票
と

入
力

内
容

と
の

照
合

、
処

理
前

後
の

内
容

の
確

認
、

既
存

の
保

有
個

人
情

報
と

の
照

合
等

を
行

っ
て

い
る

。
情

報
シ

ス
テ

ム
で

取
り

扱
う

保
有

個
人

情
報

の
重

要
度

に
応

じ
て

、
照

合
を

行
い

ま
す

。
そ

の
際

に
、

ダ
ブ

ル
チ

ェ
ッ

ク
等

の
措

置
を

講
じ

ま
す

。

保
有

個
人

情
報

の
目

的
外

利
用

、
提

供
を

行
っ

て
い

る
。

（
「
は

い
」
の

場
合

の
み

回
答

）
利

用
目

的
以

外
の

目
的

の
た

め
の

利
用

、
提

供
は

、
法

第
6
9
条

第
2
項

又
は

法
第

7
1
条

の
規

定
に

該
当

す
る

と
認

め
る

と
き

と
し

、
「
保

有
個

人
情

報
目

的
外

利
用

等
・
外

部
提

供
記

録
票

」
を

提
出

し
て

い
る

。

保
有

個
人

情
報

の
取

扱
い

に
係

る
業

務
を

外
部

へ
委

託
し

て
い

る
。

（
「
は

い
」
の

場
合

、
紛

失
防

止
の

た
め

、
確

認
し

て
い

る
事

項
を

回
答

）

課
内

に
お

い
て

、
保

有
個

人
情

報
の

漏
え

い
等

事
案

が
発

生
又

は
兆

候
を

把
握

し
た

場
合

の
対

応
方

法
や

報
告

先
等

を
把

握
し

て
い

る
。

漏
え

い
等

の
発

生
に

備
え

て
、

適
切

か
つ

迅
速

に
対

応
す

る
た

め
の

体
制

及
び

手
順

を
確

認
し

、
課

内
で

情
報

共
有

し
て

く
だ

さ
い

。

個
人

情
報

を
取

り
扱

う
事

務
は

、
漏

れ
な

く
「
個

人
情

報
取

扱
事

務
登

録
簿

」
に

登
録

し
、

当
該

個
人

情
報

が
ど

の
よ

う
な

事
務

に
供

さ
れ

、
ど

の
よ

う
な

目
的

に
使

わ
れ

る
か

、
で

き
る

限
り

具
体

的
に

特
定

し
、

記
載

し
て

い
る

。

開
示

請
求

に
お

い
て

、
開

示
の

決
定

を
通

知
す

る
際

は
、

当
該

個
人

情
報

の
利

用
目

的
も

記
載

し
ま

す
。

個
人

情
報

取
扱

事
務

登
録

簿
よ

り
転

記
し

ま
す

の
で

、
明

確
で

わ
か

り
や

す
い

表
現

と
し

て
く
だ

さ
い

。

No
点
検
内
容

備
考

参
考

3
□

□
誤

送
付

等
に

よ
る

漏
え

い
等

を
防

止
す

る
た

め
、

複
数

の
職

員
に

よ
る

確
認

や
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
活

用
等

、
必

要
な

措
置

を
講

じ
ま

す
。

指
針

第
5

5
　

誤
送

付
等

の
防

止
　

7

法
令

に
基

づ
く
場

合
を

除
き

、
利

用
目

的
以

外
の

目
的

の
た

め
に

保
有

個
人

情
報

を
利

用
、

提
供

す
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。
（法

第
6
9条

第
1
項

）
原

則
と

は
別

に
、

例
外

的
に

既
存

の
利

用
目

的
以

外
の

目
的

に
て

個
人

情
報

の
利

用
及

び
提

供
が

認
め

ら
れ

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
（
法

第
69

条
第

2
項

）

法
　

第
69

条
（
利

用
及

び
提

供
の

制
限

）
指

針
第

８
（１

 保
有

個
人

情
報

の
提

供
）

手
引

き
様

式
第

2号

8

「委
託

」と
は

、
契

約
の

形
態

・
種

類
を

問
わ

ず
、

実
施

機
関

が
他

の
者

に
個

人
情

報
の

取
扱

い
を

行
わ

せ
る

こ
と

を
い

い
ま

す
。

個
人

情
報

の
入

力
（
本

人
か

ら
の

取
得

を
含

む
。

）、
編

集
、

分
析

、
出

力
等

の
処

理
を

行
う

こ
と

を
委

託
す

る
こ

と
等

が
想

定
さ

れ
ま

す
が

、
こ

れ
ら

に
限

り
ま

せ
ん

。

指
針

第
9
　

個
人

情
報

の
取

扱
い

の
委

託

手
引

き
様

式
第

1
号

4



点
検

実
施

日
令

和
7
年

　
月

　
　

日

担
当

名
保

護
担

当
者

職
・
氏

名

は
い

い
い
え

1
□

□
指

針
第

5
２

　
複

製
等

の
制

限

2
□

□
指

針
第

5
4
　

媒
体

の
管

理
等

　

4
□

□
指

針
第

5
6
　

廃
棄

等
　

5
□

□
指

針
第

6
1
2
　

第
三

者
の

閲
覧

防
止

6
□

□
指

針
第

６
１

３
　

入
力

情
報

の
照

合
等

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

9
□

□
指

針
第

1
1

安
全

管
理

上
の

問
題

へ
の

対
応

　

1
0

□
□

施
行

条
例

第
3
条

（
個

人
情

報
取

扱
事

務
登

録
簿

）

（
参

照
）
　

指
針

：
春

日
部

市
保

有
個

人
情

報
の

適
切

な
管

理
の

た
め

の
措

置
に

関
す

る
指

針
　

　
　

法
：
個

人
情

報
の

保
護

に
関

す
る

法
律

　
　

　
　

法
施

行
条

例
：
個

人
情

報
の

保
護

に
関

す
る

法
律

施
行

条
例

　
　

　
　

　
　

 　
　

手
引

き
：
春

日
部

市
個

人
情

報
保

護
制

度
事

務
処

理
の

手
引

き
※

 指
針

及
び

手
引

き
は

、
ネ

ッ
ト

フ
ォ

ル
ダ

に
掲

載
し

て
い

ま
す

保
有

個
人

情
報

の
適

切
な

管
理

に
関

す
る

点
検

表
　

【
令

和
６

年
度

第
２

回
　

学
校

対
象

】

保
護

管
理

者
名

点
検
結
果

保
有

個
人

情
報

が
記

録
さ

れ
て

い
る

媒
体

を
、

外
部

へ
送

信
又

は
持

ち
出

し
を

す
る

場
合

に
は

、
必

要
最

低
限

に
し

て
お

り
、

保
護

管
理

者
の

指
示

に
し

た
が

っ
て

行
っ

て
い

る
。

業
務

上
の

目
的

で
保

有
個

人
情

報
を

取
り

扱
う

場
合

で
も

、
複

製
・
送

信
・
送

付
又

は
持

ち
出

し
は

必
要

最
低

限
に

限
定

し
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
ま

た
、

そ
の

際
に

職
員

は
、

保
護

管
理

者
の

指
示

に
従

っ
て

行
い

ま
す

。

保
有

個
人

情
報

が
記

録
さ

れ
て

い
る

書
類

や
電

子
媒

体
（
U

S
B

メ
モ

リ
、

外
付

ハ
ー

ド
デ

ィ
ス

ク
な

ど
）
を

持
ち

出
す

際
に

は
、

記
録

を
つ

け
て

い
る

。

個
人

情
報

が
記

録
さ

れ
て

い
る

書
類

・
媒

体
は

、
定

め
ら

れ
た

場
所

に
保

管
し

、
施

錠
を

し
ま

す
。

ま
た

、
保

有
個

人
情

報
の

秘
匿

性
等

の
内

容
応

じ
て

、
該

当
情

報
の

取
扱

い
状

況
を

記
録

し
ま

す
。

メ
ー

ル
の

誤
送

信
等

に
よ

る
保

有
個

人
情

報
の

漏
え

い
等

防
止

の
た

め
、

複
数

の
職

員
で

メ
ー

ル
の

送
信

方
法

等
を

含
め

、
漏

れ
な

く
確

認
を

し
て

い
る

。

（
漏

え
い

等
防

止
の

た
め

、
確

認
時

に
注

意
し

て
い

る
事

項
を

記
入

）

日
々

の
業

務
で

個
人

情
報

又
は

保
有

個
人

情
報

が
記

録
さ

れ
て

い
る

媒
体

が
不

要
と

な
っ

た
場

合
に

は
、

復
元

又
は

判
読

が
不

可
能

な
方

法
に

よ
り

当
該

情
報

の
消

去
又

は
当

該
媒

体
の

廃
棄

を
行

っ
て

い
る

。

保
有

個
人

情
報

の
消

去
や

保
有

個
人

情
報

が
記

録
さ

れ
て

い
る

媒
体

が
不

要
と

な
っ

た
場

合
に

は
、

保
護

管
理

者
の

指
示

に
従

い
、

復
元

又
は

判
読

が
不

可
能

な
方

法
に

よ
り

消
去

又
は

破
棄

を
行

い
ま

す
。

個
人

情
報

が
記

録
さ

れ
た

書
類

や
媒

体
を

受
付

等
で

受
領

し
、

キ
ャ

ビ
ネ

ッ
ト

等
に

保
管

す
る

ま
で

の
間

、
書

類
の

紛
失

又
は

第
三

者
に

閲
覧

さ
れ

る
こ

と
が

な
い

よ
う

に
対

策
を

講
じ

て
い

る
。

の
ぞ

き
見

等
、

第
三

者
が

保
有

個
人

情
報

の
閲

覧
を

防
止

す
る

た
め

、
書

類
を

伏
せ

る
な

ど
の

措
置

を
講

じ
ま

す
。

情
報

シ
ス

テ
ム

で
保

有
個

人
情

報
を

取
り

扱
う

際
は

、
入

力
原

票
と

入
力

内
容

と
の

照
合

、
処

理
前

後
の

内
容

の
確

認
、

既
存

の
保

有
個

人
情

報
と

の
照

合
等

を
行

っ
て

い
る

。
情

報
シ

ス
テ

ム
で

取
り

扱
う

保
有

個
人

情
報

の
重

要
度

に
応

じ
て

、
照

合
を

行
い

ま
す

。
そ

の
際

に
、

ダ
ブ

ル
チ

ェ
ッ

ク
等

の
措

置
を

講
じ

ま
す

。

保
有

個
人

情
報

を
外

部
団

体
で

あ
る

第
三

者
（
P
T
A

等
）
へ

提
供

し
て

い
る

。

（
「
は

い
」
の

場
合

の
み

回
答

）
「
本

人
（
本

人
が

未
成

年
者

で
あ

り
判

断
能

力
を

有
し

な
い

場
合

に
は

、
親

権
者

や
法

定
代

理
人

等
）
の

同
意

」
を

得
た

上
で

、
提

供
し

て
い

る
。

（
「
は

い
」
の

場
合

の
み

回
答

）
「
本

人
の

同
意

」
取

得
に

あ
た

っ
て

は
、

①
学

校
が

保
有

す
る

個
人

情
報

を
ど

の
よ

う
な

理
由

で
第

三
者

（
P
T
A

等
）
に

提
供

す
る

の
か

、
②

提
供

す
る

保
有

個
人

情
報

は
ど

の
よ

う
な

も
の

か
、

③
提

供
に

不
同

意
の

場
合

に
ど

う
い

っ
た

影
響

が
生

じ
る

の
か

（
も

し
く
は

生
じ

な
い

の
か

）
と

い
っ

た
点

を
明

確
に

説
明

し
、

本
人

が
判

断
で

き
る

よ
う

努
め

て
い

る
。

保
有

個
人

情
報

の
取

扱
い

に
係

る
業

務
を

外
部

へ
委

託
し

て
い

る
。

（
「
は

い
」
の

場
合

、
紛

失
防

止
の

た
め

、
確

認
し

て
い

る
事

項
を

回
答

）

学
校

内
に

お
い

て
、

保
有

個
人

情
報

の
漏

え
い

等
事

案
が

発
生

又
は

兆
候

を
把

握
し

た
場

合
の

対
応

方
法

や
報

告
先

等
を

把
握

し
て

い
る

。
漏

え
い

等
の

発
生

に
備

え
て

、
適

切
か

つ
迅

速
に

対
応

す
る

た
め

の
体

制
及

び
手

順
を

確
認

し
、

課
内

で
情

報
共

有
し

て
く
だ

さ
い

。

児
童

生
徒

や
保

護
者

等
に

向
け

た
文

書
等

に
は

、
改

正
前

の
条

例
の

名
称

「
春

日
部

市
個

人
情

報
保

護
条

例
」
と

記
載

さ
れ

て
い

る
も

の
は

な
い

。

開
示

請
求

に
お

い
て

、
開

示
の

決
定

を
通

知
す

る
際

は
、

当
該

個
人

情
報

の
利

用
目

的
も

記
載

し
ま

す
。

個
人

情
報

取
扱

事
務

登
録

簿
よ

り
転

記
し

ま
す

の
で

、
明

確
で

わ
か

り
や

す
い

表
現

と
し

て
く
だ

さ
い

。

No
点
検
内
容

備
考

参
考

3
□

□
誤

送
付

等
に

よ
る

漏
え

い
等

を
防

止
す

る
た

め
、

複
数

の
職

員
に

よ
る

確
認

や
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
活

用
等

、
必

要
な

措
置

を
講

じ
ま

す
。

指
針

第
5

5
　

誤
送

付
等

の
防

止
　

9

学
校

は
外

部
団

体
で

あ
る

第
三

者
（
P

T
A

等
）
に

対
し

て
、

原
則

と
し

て
、

利
用

目
的

以
外

の
目

的
で

保
有

個
人

情
報

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

ま
せ

ん
（
法

第
６

９
条

第
１

項
）
。

た
だ

し
、

「
本

人
の

同
意

」
が

あ
る

場
合

等
に

は
、

例
外

的
に

、
学

校
が

保
有

す
る

個
人

情
報

を
第

三
者

（
P

T
A

等
）
へ

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
（
法

第
６

９
条

第
２

項
第

１
号

等
）
。

法
　

第
6
9
条

（
利

用
及

び
提

供
の

制
限

）
指

針
第

８
（
１

 保
有

個
人

情
報

の
提

供
）

手
引

き
様

式
第

2
号

8

「
委

託
」
と

は
、

契
約

の
形

態
・
種

類
を

問
わ

ず
、

実
施

機
関

が
他

の
者

に
個

人
情

報
の

取
扱

い
を

行
わ

せ
る

こ
と

を
い

い
ま

す
。

個
人

情
報

の
入

力
（
本

人
か

ら
の

取
得

を
含

む
。

）
、

編
集

、
分

析
、

出
力

等
の

処
理

を
行

う
こ

と
を

委
託

す
る

こ
と

等
が

想
定

さ
れ

ま
す

が
、

こ
れ

ら
に

限
り

ま
せ

ん
。

指
針

第
9
　

個
人

情
報

の
取

扱
い

の
委

託

手
引

き
様

式
第

1号

5



点
検

実
施

日
令

和
７

年
　

月
　

　
日

担
当

名
保

護
担

当
者

職
名

・
氏

名

は
い

い
い
え

1
□

□
施

行
条

例

第
3条

（
個

人
情

報
取

扱
事

務
登

録
簿

）

2
□

□
法

第
62

条
（利

用
目

的
の

明
示

）

3
□

□
指

針
第

5
6
　

廃
棄

等
　

4
□

□
指

針
第

5
6
　

廃
棄

等
　

5
□

□
指

針
第

6
1
1　

端
末

の
盗

難
防

止
等

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

1
0

□
□

指
針

第
11

安
全

管
理

上
の

問
題

へ
の

対
応

　

（参
照

）
　

指
針

：春
日

部
市

保
有

個
人

情
報

の
適

切
な

管
理

の
た

め
の

措
置

に
関

す
る

指
針

　
　

　
法

：
個

人
情

報
の

保
護

に
関

す
る

法
律

　
　

　
　

法
施

行
条

例
：個

人
情

報
の

保
護

に
関

す
る

法
律

施
行

条
例

　
　

　
　

　
　

 　
　

手
引

き
：
春

日
部

市
個

人
情

報
保

護
制

度
事

務
処

理
の

手
引

き
※

 個
人

情
報

保
護

制
度

に
関

す
る

参
考

資
料

は
、

ネ
ッ

ト
フ

ォ
ル

ダ
に

掲
載

し
て

い
ま

す

保
有

個
人

情
報

の
適

切
な

管
理

に
関

す
る

点
検

表
　

【
令

和
７

年
度

第
１

回
　

各
課

対
象

】

保
護

管
理

者
名

課
長

担
当

点
検
結
果

個
人

情
報

を
取

り
扱

う
事

務
は

、
漏

れ
な

く
「
個

人
情

報
取

扱
事

務
登

録
簿

」
に

登
録

し
、

当
該

個
人

情
報

が
ど

の
よ

う
な

事
務

に
供

さ
れ

、
ど

の
よ

う
な

利
用

目
的

な
の

か
、

で
き

る
限

り
具

体
的

に
記

載
し

た
。

開
示

請
求

に
よ

り
、

開
示

の
決

定
を

通
知

す
る

際
は

、
個

人
情

報
取

扱
事

務
登

録
簿

に
記

載
さ

れ
た

個
人

情
報

の
利

用
目

的
を

請
求

人
に

示
し

ま
す

。
明

確
で

わ
か

り
や

す
い

表
現

と
し

て
い

る
か

、
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

申
請

書
や

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
票

等
、

本
人

か
ら

直
接

書
面

（
電

磁
的

記
録

を
含

む
。

）
に

記
録

さ
れ

た
個

人
情

報
を

取
得

す
る

と
き

は
、

あ
ら

か
じ

め
、

本
人

に
利

用
目

的
を

提
示

し
て

い
る

。

本
人

か
ら

直
接

書
面

（
電

磁
的

記
録

を
含

む
。

）
に

記
録

さ
れ

た
当

該
本

人
の

個
人

情
報

を
取

得
す

る
と

き
は

、
法

第
6
2
 条

各
号

に
掲

げ
る

場
合

を
除

き
、

あ
ら

か
じ

め
、

本
人

に
対

し
、

そ
の

利
用

目
的

を
明

示
し

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

保
存

年
限

満
了

に
よ

り
保

有
個

人
情

報
が

記
録

さ
れ

て
い

る
媒

体
（
端

末
及

び
サ

ー
バ

に
内

蔵
さ

れ
て

い
る

も
の

を
含

む
）
を

廃
棄

す
る

場
合

、
書

類
だ

け
で

は
な

く
、

記
録

さ
れ

て
い

る
電

子
デ

ー
タ

も
廃

棄
し

て
い

る
。

保
存

年
限

満
了

後
も

廃
棄

せ
ず

、
個

人
情

報
が

記
録

さ
れ

て
い

る
電

子
デ

ー
タ

や
紙

媒
体

を
保

有
し

て
い

る
場

合
、

保
有

個
人

情
報

開
示

請
求

の
対

象
で

す
。

日
々

の
業

務
で

個
人

情
報

が
記

録
さ

れ
た

書
類

を
廃

棄
す

る
際

、
執

務
室

内
の

リ
サ

イ
ク

ル
B

O
X
や

鍵
の

か
か

ら
な

い
場

所
に

一
時

保
管

し
て

い
な

い
。

廃
棄

予
定

の
文

書
で

あ
っ

て
も

、
紛

失
等

に
よ

る
漏

え
い

等
事

案
を

防
止

す
る

た
め

、
施

錠
で

き
る

場
所

で
の

保
管

や
、

都
度

、
シ

ュ
レ

ッ
ダ

ー
で

廃
棄

す
る

な
ど

、
安

全
管

理
措

置
の

徹
底

を
図

っ
て

く
だ

さ
い

。

端
末

は
施

錠
可

能
な

キ
ャ

ビ
ネ

ッ
ト

等
に

保
管

し
、

施
錠

等
を

行
っ

て
い

る
。

キ
ャ

ビ
ネ

ッ
ト

等
の

鍵
も

適
切

に
管

理
し

て
い

る
。

端
末

の
盗

難
又

は
紛

失
の

防
止

の
た

め
、

端
末

の
固

定
、

施
錠

で
き

る
キ

ャ
ビ

ネ
ッ

ト
等

に
保

管
し

ま
す

。

保
有

個
人

情
報

の
提

供
を

他
課

や
外

部
（
県

等
）
に

求
め

ら
れ

、
提

供
し

た
。

（
目

的
外

利
用

、
提

供
を

行
っ

て
い

る
場

合
の

み
回

答
）

利
用

目
的

以
外

の
目

的
の

た
め

の
利

用
、

提
供

は
、

法
第

6
9
条

第
2
項

又
は

法
第

7
1
条

の
規

定
に

該
当

す
る

と
認

め
る

と
き

と
し

、
提

供
に

あ
た

り
「
保

有
個

人
情

報
目

的
外

利
用

等
・
外

部
提

供
記

録
票

」
を

市
政

情
報

課
に

提
出

し
た

。

保
有

個
人

情
報

を
他

課
や

外
部

（
県

等
）
に

提
供

す
る

場
合

、
安

全
管

理
措

置
を

講
じ

る
こ

と
を

求
め

た
。

（
目

的
外

利
用

、
提

供
を

行
っ

て
い

る
場

合
の

み
回

答
）

保
有

個
人

情
報

を
提

供
す

る
際

は
、

依
頼

目
的

以
外

に
使

用
し

な
い

こ
と

、
漏

え
い

等
防

止
の

た
め

安
全

管
理

措
置

を
講

じ
る

こ
と

等
、

提
供

先
に

お
い

て
適

正
な

管
理

を
求

め
る

文
言

を
書

面
に

よ
り

求
め

、
遵

守
状

況
を

把
握

し
た

。

個
人

情
報

を
取

り
扱

う
業

務
委

託
が

あ
る

。

（
個

人
情

報
を

取
り

扱
う

業
務

委
託

が
あ

る
場

合
の

み
回

答
）

指
針

第
9
個

人
情

報
の

取
扱

い
の

委
託

を
確

認
し

、
契

約
締

結
後

「
保

有
個

人
情

報
の

外
部

へ
の

業
務

委
託

に
関

す
る

調
書

」
を

市
政

情
報

課
に

提
出

し
た

。

個
人

情
報

を
取

り
扱

う
業

務
委

託
に

つ
い

て
、

委
託

す
る

業
務

に
係

る
保

有
個

人
情

報
の

秘
匿

性
等

そ
の

内
容

や
そ

の
量

等
に

応
じ

て
、

作
業

の
管

理
体

制
及

び
実

施
体

制
や

個
人

情
報

の
管

理
の

状
況

に
つ

い
て

、
少

な
く
と

も
年

１
回

以
上

、
原

則
と

し
て

実
地

検
査

に
よ

り
確

認
す

る
こ

と
を

理
解

し
て

い
る

。

（
保

有
個

人
情

報
を

取
扱

う
業

務
委

託
を

実
施

し
て

い
る

場
合

の
み

回
答

）
実

地
検

査
に

よ
る

確
認

を
実

施
予

定
で

あ
る

。

（
保

有
個

人
情

報
を

取
扱

う
業

務
委

託
を

実
施

し
て

い
る

場
合

の
み

回
答

）
実

地
検

査
以

外
の

手
法

で
確

認
予

定
で

あ
る

。
（
確

認
方

法
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

課
内

に
お

い
て

、
保

有
個

人
情

報
の

漏
え

い
等

事
案

が
発

生
又

は
兆

候
を

把
握

し
た

場
合

の
対

応
方

法
や

報
告

先
等

を
把

握
し

て
い

る
。

漏
え

い
等

の
事

案
に

よ
っ

て
は

、
個

人
情

報
保

護
委

員
会

へ
の

報
告

義
務

（
法

第
6
8
条

）
が

あ
る

た
め

、
日

頃
よ

り
漏

え
い

等
発

生
時

の
対

応
方

法
を

確
認

し
、

課
内

で
情

報
共

有
し

て
く
だ

さ
い

。

No
点
検
内
容

備
考

参
考

6

法
令

に
基

づ
く
場

合
を

除
き

、
利

用
目

的
以

外
の

目
的

の
た

め
に

保
有

個
人

情
報

を
利

用
、

提
供

す
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。
（
法

第
6
9
条

第
1
項

）
原

則
と

は
別

に
、

例
外

的
に

既
存

の
利

用
目

的
以

外
の

目
的

に
て

個
人

情
報

の
利

用
及

び
提

供
が

認
め

ら
れ

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
（
法

第
6
9
条

第
2
項

）

法
　

第
69

条
（
利

用
及

び
提

供
の

制
限

）

指
針

第
８

（
１

 保
有

個
人

情
報

の
提

供
）

手
引

き
様

式
第

2
号

7

他
課

か
ら

の
依

頼
に

応
じ

て
目

的
外

利
用

を
認

め
る

場
合

や
県

な
ど

の
依

頼
に

応
じ

て
外

部
提

供
を

認
め

る
場

合
は

、
漏

え
い

等
防

止
の

た
め

安
全

管
理

措
置

を
講

じ
る

こ
と

等
を

書
面

に
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
法

で
は

、
提

供
先

に
お

い
て

個
人

情
報

の
紛

失
等

の
漏

え
い

等
事

案
が

発
生

す
る

こ
と

の
な

い
よ

う
、

措
置

要
求

の
遵

守
状

況
を

把
握

す
る

こ
と

も
求

め
て

い
ま

す
。

法
　

第
70

条
（
保

有
個

人
情

報
の

提
供

を
受

け
る

者
に

対
す

る
措

置
要

求
）

8

「
委

託
」
と

は
、

契
約

の
形

態
・
種

類
を

問
わ

ず
、

実
施

機
関

が
他

の
者

に
個

人
情

報
の

取
扱

い
を

行
わ

せ
る

こ
と

を
い

い
ま

す
。

個
人

情
報

の
入

力
（
本

人
か

ら
の

取
得

を
含

む
。

）
、

編
集

、
分

析
、

出
力

等
の

処
理

を
行

う
こ

と
を

委
託

す
る

こ
と

等
が

想
定

さ
れ

ま
す

が
、

こ
れ

ら
に

限
り

ま
せ

ん
。

指
針

第
9　

個
人

情
報

の
取

扱
い

の
委

託

手
引

き
様

式
第

1
号

9

原
則

と
し

て
実

地
検

査
に

よ
り

委
託

先
の

管
理

体
制

等
を

確
認

す
る

こ
と

、
実

地
検

査
の

要
否

に
つ

い
て

は
実

情
を

考
慮

し
て

検
討

す
る

こ
と

が
個

人
情

報
保

護
委

員
会

よ
り

示
さ

れ
て

い
ま

す
。

委
託

先
に

お
け

る
漏

え
い

等
事

案
の

防
止

の
た

め
、

委
託

先
の

監
督

に
十

分
留

意
し

て
く
だ

さ
い

。

指
針

第
9

個
人

情
報

の
取

扱
い

の
委

託

6



点
検

実
施

日
令

和
7
年

7
月

　
　

日

学
校

名
保

護
担

当
者

職
名

・
氏

名

は
い

い
い
え

1
□

□

2
□

□

3
□

□
指

針
第

5
4
　

媒
体

の
管

理
等

　

4
□

□
指

針
第

5
6
　

廃
棄

等
　

5
□

□
指

針
第

5
5
　

誤
送

付
等

の
防

止
　

6
□

□
指

針
第

5
6
　

廃
棄

等
　

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

9
□

□
指

針
第

1
1

安
全

管
理

上
の

問
題

へ
の

対
応

　

1
0

□
□

法
施

行
条

例

（
参

照
）
　

指
針

：
春

日
部

市
保

有
個

人
情

報
の

適
切

な
管

理
の

た
め

の
措

置
に

関
す

る
指

針
　

　
　

法
：
個

人
情

報
の

保
護

に
関

す
る

法
律

　
　

　
　

法
施

行
条

例
：
個

人
情

報
の

保
護

に
関

す
る

法
律

施
行

条
例

　
　

　

保
有

個
人

情
報

の
適

切
な

管
理

に
関

す
る

点
検

表
　

【
令

和
７

年
度

第
１

回
　

学
校

対
象

】

学
校

長
保

護
管

理
者

氏
名

点
検
結
果

保
有

個
人

情
報

が
記

録
さ

れ
て

い
る

書
類

や
電

子
媒

体
（
U

S
B

メ
モ

リ
等

）
は

、
業

務
終

了
後

に
定

め
ら

れ
た

保
管

庫
等

に
保

管
し

、
施

錠
等

を
行

っ
て

い
る

。
個

人
情

報
が

記
録

さ
れ

て
い

る
書

類
、

媒
体

は
施

錠
で

き
る

保
管

庫
等

に
保

管
し

、
施

錠
し

ま
す

。

保
有

個
人

情
報

が
記

録
さ

れ
た

文
書

や
電

子
媒

体
（
U

S
B

メ
モ

リ
等

）
を

外
部

へ
持

ち
出

す
と

き
は

、
持

出
を

記
録

し
、

デ
ー

タ
の

暗
号

化
や

鍵
付

き
か

ば
ん

の
使

用
等

、
安

全
に

持
ち

運
ぶ

た
め

の
手

順
を

定
め

て
い

る
。

U
S

B
メ

モ
リ

等
の

紛
失

に
よ

る
漏

え
い

等
を

防
ぐ

た
め

、
安

全
に

持
ち

運
ぶ

た
め

の
手

順
を

整
備

し
ま

す
。

必
要

な
文

書
と

不
要

な
文

書
が

混
在

し
な

い
よ

う
に

、
場

所
を

明
確

に
分

け
て

保
管

し
て

い
る

。

文
書

廃
棄

の
際

は
、

他
の

文
書

が
混

入
し

て
い

な
い

か
複

数
の

職
員

で
チ

ェ
ッ

ク
し

て
い

る
。

保
有

個
人

情
報

が
記

録
さ

れ
た

文
書

等
を

郵
送

・
F
A

X
す

る
際

は
、

複
数

の
職

員
で

確
認

す
る

等
、

誤
送

信
防

止
策

を
講

じ
て

い
る

。
誤

送
付

・
誤

送
信

等
に

よ
る

漏
え

い
等

を
防

止
す

る
た

め
、

複
数

の
職

員
に

よ
る

確
認

や
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
活

用
等

、
必

要
な

措
置

を
講

じ
て

く
だ

さ
い

。

保
有

個
人

情
報

が
記

録
さ

れ
て

い
る

書
類

を
廃

棄
を

す
る

場
合

、
シ

ュ
レ

ッ
ダ

ー
で

の
裁

断
や

溶
解

処
理

な
ど

、
情

報
の

復
元

、
判

読
が

不
可

能
な

方
法

で
廃

棄
し

て
い

る
。

不
要

と
な

っ
た

電
子

デ
ー

タ
や

書
類

等
は

、
復

元
又

は
判

読
が

不
可

能
な

方
法

に
よ

り
消

去
又

は
廃

棄
し

ま
す

。

保
有

個
人

情
報

を
外

部
団

体
で

あ
る

第
三

者
（
P

T
A

等
）
へ

提
供

し
て

い
る

。

（
第

三
者

（
Ｐ

Ｔ
Ａ

等
）
へ

提
供

し
て

い
る

場
合

の
み

回
答

）
「
本

人
（
本

人
が

未
成

年
者

で
あ

り
判

断
能

力
を

有
し

な
い

場
合

に
は

、
親

権
者

や
法

定
代

理
人

等
）

の
同

意
」
を

得
た

上
で

、
提

供
し

て
い

る
。

（
第

三
者

（
Ｐ

Ｔ
Ａ

等
）
へ

提
供

し
て

い
る

場
合

の
み

回
答

）
「
本

人
の

同
意

」
取

得
に

あ
た

っ
て

は
、

①
学

校
が

保
有

す
る

個
人

情
報

を
ど

の
よ

う
な

理
由

で
第

三
者

（
P

T
A

等
）
に

提
供

す
る

の
か

、
②

提
供

す
る

保
有

個
人

情
報

は
ど

の
よ

う
な

も
の

か
、

③
提

供
に

不
同

意
の

場
合

に
ど

う
い

っ
た

影
響

が
生

じ
る

の
か

（
も

し
く
は

生
じ

な
い

の
か

）
と

い
っ

た
点

を
明

確
に

説
明

し
、

本
人

が
判

断
で

き
る

よ
う

努
め

て
い

る
。

個
人

情
報

を
取

り
扱

う
業

務
委

託
が

あ
る

。

（
業

務
委

託
が

あ
る

場
合

の
み

回
答

）
委

託
先

に
お

い
て

個
人

情
報

が
適

正
に

取
り

扱
わ

れ
て

い
る

か
、

把
握

し
て

い
る

。

学
校

内
に

お
い

て
、

保
有

個
人

情
報

の
漏

え
い

等
事

案
が

発
生

又
は

兆
候

を
把

握
し

た
場

合
の

対
応

方
法

や
報

告
先

等
を

把
握

し
て

い
る

。
漏

え
い

等
の

発
生

に
備

え
て

、
適

切
か

つ
迅

速
に

対
応

す
る

た
め

の
体

制
及

び
手

順
を

確
認

し
、

学
校

内
で

情
報

共
有

し
て

く
だ

さ
い

。

児
童

生
徒

や
保

護
者

等
に

向
け

た
文

書
等

に
は

、
改

正
前

の
条

例
の

名
称

「
春

日
部

市
個

人
情

報
保

護
条

例
」
と

記
載

さ
れ

て
い

る
も

の
は

な
い

。

令
和

5
年

4
月

1
日

よ
り

「
春

日
部

市
個

人
情

報
保

護
条

例
」
と

い
う

名
称

の
条

例
は

あ
り

ま
せ

ん
。

「
個

人
情

報
の

保
護

に
関

す
る

法
律

施
行

条
例

」
に

全
部

改
正

と
な

り
ま

し
た

。

No
点
検
内
容

備
考

参
考

指
針

第
5

4
　

媒
体

の
管

理
等

　

保
有

個
人

情
報

が
記

録
さ

れ
た

文
書

の
紛

失
、

誤
廃

棄
を

防
止

す
る

た
め

、
組

織
的

な
対

策
が

重
要

で
す

。

7

学
校

は
外

部
団

体
で

あ
る

第
三

者
（
P

T
A

等
）
に

対
し

て
、

原
則

と
し

て
、

利
用

目
的

以
外

の
目

的
で

保
有

個
人

情
報

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

ま
せ

ん
（
法

第
６

９
条

第
１

項
）
。

た
だ

し
、

「
本

人
の

同
意

」
が

あ
る

場
合

等
に

は
、

例
外

的
に

、
学

校
が

保
有

す
る

個
人

情
報

を
第

三
者

（
P

T
A

等
）
へ

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
（
法

第
６

９
条

第
２

項
第

１
号

等
）
。

法
　

第
6
9
条

（
利

用
及

び
提

供
の

制
限

）

指
針

第
８

（
１

 保
有

個
人

情
報

の
提

供
）

手
引

き
様

式
第

2
号

8

「
委

託
」
と

は
、

契
約

の
形

態
・
種

類
を

問
わ

ず
、

実
施

機
関

が
他

の
者

に
個

人
情

報
の

取
扱

い
を

行
わ

せ
る

こ
と

を
い

い
ま

す
。

個
人

情
報

の
入

力
（
本

人
か

ら
の

取
得

を
含

む
。

）
、

編
集

、
分

析
、

出
力

等
の

処
理

を
行

う
こ

と
を

委
託

す
る

こ
と

等
が

想
定

さ
れ

ま
す

が
、

こ
れ

ら
に

限
り

ま
せ

ん
。

指
針

第
9
　

個
人

情
報

の
取

扱
い

の
委

託

手
引

き
様

式
第

1
号

7


